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1.1 これまでの取り組み 

西東京市では、将来的な財政負担の低減、平準化及び道路交通の安全性の確保を図るため、

平成 25 年度に「西東京市橋梁長寿命化修繕計画」（以下、「前回計画」という。）を策定し、
計画的な修繕を進めるなど、予防保全型による維持管理に取り組んできました。

また、維持管理の基本となる橋梁定期点検は平成 29年度に実施し、点検の結果により発見
された橋梁上の舗装の段差や排水施設の支障箇所については、改善を行いました。

長寿命化対策としては、策定した前回計画に基づき平成 27年度から現在までに 9橋の補修
工事を行ってきており、今後も計画的に対策を実施していく予定です。

1.2 改定の背景 

平成 26年 3月に道路法施行規則において、道路の維持・修繕に関する省令・告示が公布さ
れ、5 年に 1 回の定期点検の実施と近接目視による点検方法が規定されました。また、平成
26年 6月に「道路橋定期点検要領（国土交通省 道路局）」が策定され、橋梁の健全度を把握
するための方法（点検方法や健全度評価指標）が改めて示されました。

前回計画の策定から 5 年が経過し、近接目視による新たな点検結果及び修繕実績による知
見も蓄積されたことを踏まえ、今回、橋梁長寿命化修繕計画を改定することとしました。

１．長寿命化修繕計画の改定について

写真 1.1 補修状況写真 
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2.1 現 状 

本計画の対象橋梁 16橋は、全て一級河川石神井川に架かっている道路橋となります。
橋梁の老朽化の目安となる建設後 50年以上を経過する橋梁は、平成 30（2018）年時点では

存在しないものの、10年後の 2028年には 10橋（62％）となり老朽化が進みます。
今後、老朽化が進んでいく橋梁が増加し、これらの橋梁に対する修繕や架替えに要する費用

の増大が見込まれます。そのため、計画的かつ予防的な維持管理を実践し、予算の平準化と維

持管理費の縮減を図っていく必要があります。

50年未満

16橋（100%）

50年未満

6橋（38%）

50年以上

10橋（62%）

2.2 目 的 

計画的かつ予防的な対応（予防保全型管理）をより推進し、これらに係る維持管理費用の縮

減や予算の平準化を図るため、「前回計画」を改定し、市が管理する橋梁の継続的な安全性と信

頼性を確保することを目的とします。

図 2.1 建設後 50年を超える橋梁数の推移 

＜現在（2018 年）＞ ＜10 年後（2028 年）＞ 

写真 2.1 最も古い橋梁（47年が経過） 写真 2.2 最も新しい橋梁（27 年が経過） 

向台橋（昭和 46年建設）

（平成 28年 補修実施済） 菫橋（平成 3年建設）

２．長寿命化修繕計画の目的

- 2 -



本計画では、市が管理している橋梁 42 橋のうち、ボックスカルバートなどの簡易な構造形
式の橋梁を除いた 16橋を対象とします。
なお、庚申橋の車道部と歩道部は分離構造であり、構造形式も異なることから、各々1 橋と
して扱いました。

表 3.1 対象橋梁一覧表 

供用年数
（2018年時点）

1 2151号線 柳沢2-49 6.914 5.30 1 鋼橋 鋼H桁橋 1973年 45年 2017年

2 117号線 南町1-224 6.346 4.80 1 鋼橋 鋼H桁橋 1974年 44年 2017年

3 2099号線 南町1-123 6.780 7.00 1 RC橋
RC床版橋
（CTｽﾗﾌﾞ）

1979年 39年 2017年

4 2097号線 南町1-111 12.540 7.20 1 PC橋 プレテン中空床版橋 1991年 27年 2017年

5 218号線 南町3-647 6.260 5.40 1 鋼橋 鋼H桁橋 1973年 45年 2017年

6 119号線 南町3-647 14.006 17.00 1 PC橋 プレテン中空床版橋 1987年 31年 2017年

7 2222号線 南町3-665 6.184 4.80 1 鋼橋 鋼H桁橋 1975年 43年 2017年

8 2342号線 南町4-881 8.050 4.50 1 PC橋 プレテン床版橋 1979年 39年 2017年

9 2344号線 南町4-882 6.600 5.00 1 RC橋
RC床版橋
（CTｽﾗﾌﾞ）

1979年 39年 2017年

10 121号線 南町4-895 9.300 4.80 1 鋼橋 鋼H桁橋 1971年 47年 2017年

11 2378号線 向台町3-909 6.990 4.80 1 PC橋 プレテン床版橋 1974年 44年 2017年

12 2395号線 向台町4-1298 6.676 7.00 1 RC橋
RC床版橋
（CTｽﾗﾌﾞ）

1979年 39年 2017年

13 2402号線 向台町4-1322 7.000 4.80 1 鋼橋 鋼H桁橋 1974年 44年 2017年

14 220号線 向台町5-1241 7.508 6.80 1 鋼橋 鋼H桁橋 1975年 43年 2017年

15 123号線 向台町6-1188 5.181 6.30 1 RC橋
RC床版橋
（CTｽﾗﾌﾞ）

1977年 41年 2017年

16 123号線 向台町6-1188 6.620 1.73 1 鋼橋 鋼H桁橋 1977年 41年 2017年

　くぬぎ橋

No 路線名橋梁名

　上柳沢橋

　柏橋

　さつき橋

　文化橋

　文化大橋

　睦橋

　すすき橋

　向台橋

　けやき橋

　ぶな橋

　境橋

　蓮華橋

　菫橋

所在地
橋長
(m)

全幅員
(m)

径間数 橋梁形式
建設
年次

最新
点検年次

　庚申橋（車道部）

　庚申橋（歩道部）

３．長寿命化修繕計画の対象橋梁
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【管理橋梁の概要】 

対象橋梁の全てが橋長 15m未満の小規模な橋梁となります。
供用年数は、建設後 30年以上 50年未満が 15橋と大半を占めています。最も古い橋梁
は昭和 46年建設の向台橋で、平成 30年現在で 47年が経過しています。
橋梁種別は、鋼橋（鋼 H桁橋）が 8橋と最も多く、次いでＰＣ橋（プレテン床版橋）が
4橋、ＲＣ橋（床版橋）が 4橋となります。いずれも小規模橋梁に適用される橋梁形式
で構成されています。

下部構造形式は、逆 T式橋台（直接基礎）が 2橋、小橋台（H鋼杭基礎）が 10橋、小
橋台（RC杭基礎）が 1橋、鋼製受梁（H鋼杭基礎）が 3橋となります。そのうち、14
橋が河川護岸を兼ねた構造となっていることが特徴です。

5m以上

10m未満

14橋（87%）

10m以上

15m未満

2橋（13%）

10年以上

30年未満

1橋（6%）

30年以上

50年未満

15橋（94%）

鋼H桁橋

8橋（50%）

ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋

4橋（25%）

RC床版橋

（CTスラブ）

4橋（25%） 【鋼橋】

【RC橋】

【PC橋】

逆T式橋台

（直接基礎）

2橋（13%）

小橋台

（H鋼杭基礎）

10橋（62%）

小橋台

（RC杭基礎）

1橋（6%）

鋼製受梁

（H鋼杭基礎）

3橋（19%）

河川護岸兼用

14橋（87%）

図 3.1 橋梁の分類 

＜橋長分類＞ 

＜橋梁種別分類＞ 

＜供用年数分類＞ 

＜下部構造形式分類＞ 
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計画対象橋梁位置図

<凡例>

【対象橋梁】 【路線など】

! 対象橋梁(16橋) 路線（都道）

河川
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図3.2　対象橋梁位置図



【計画対象橋梁の代表例（橋梁形式別）】 

鋼  橋：上柳沢橋（単純鋼Ｈ桁橋、橋長 6.91m）

ＲＣ橋：柏橋（単純ＲＣ床版橋（ＣＴスラブ）、橋長 6.60m）

ＰＣ橋：文化大橋（単純プレテン中空床版橋、橋長 14.01m）

上部構造に鋼材を用いた橋梁形式。

鋼材の中でもＨ型の形鋼を主桁に用いた形式をＨ桁橋という。

上部構造に鉄筋コンクリート（RC）を用いた橋梁形式。
工場で製作したπ型のスラブ桁を並べた形式を CTスラブ橋という。

上部構造に PC鋼材により圧縮力を与えたプレストレストコンクリート（PC）を用いた橋梁形式。
プレテンとはプレテンションの略で、予め緊張させた PC鋼材によりコンクリートに圧縮力を与える方式を
指し、この方式を採用した床版橋をプレテン床版橋という。
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4.1 橋梁の健全度 

平成 29 年度に実施した定期点検結果を踏まえて評価した橋梁の健全度は次のとおりとなり
ます。

橋としての健全度（橋梁単位）は、Ⅰが 87％、Ⅱが 13％であり、早期に対策が必要と
されるⅢまたはⅣと評価された橋梁はなく、全体的に健全度の高い橋梁の割合が高い

結果となっています。

主要部材に着目した場合、上部構造で健全度Ⅱの評価が見られました。

その他の部材（舗装など）で健全度Ⅱの評価が多くありますが、これらの損傷は路面

の凹凸や排水桝の土砂詰まりなどであり、日常の維持作業により措置します。

14橋

(87%)

2橋

(13%)

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

14橋

(87%)

16橋

(100%) 15橋

(94%)

3橋

(19%)2橋

(13%) 1橋

(6%)

13橋

(81%)

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

上部構造 下部構造 支承部 その他

(舗装など)

橋
梁
数

部材種別

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

主要部材

Ⅰ 健全

Ⅱ 予防保全段階

Ⅲ 早期措置段階

Ⅳ 緊急措置段階
道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能
性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に
措置を講ずべき状態。

道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の
観点から措置を講ずることが望ましい状態。

道路橋の機能に支障が生じていない状態。

【健全度の判定区分】

区分 定義

４．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針

＜橋梁単位の健全度＞ 

図 4.1 橋梁の健全度 

＜部材ごとの健全度＞ 

1 Ⅰ 9 Ⅰ

2 Ⅰ 10 Ⅰ

3 Ⅰ 11 Ⅰ

4 Ⅰ 12 Ⅰ

5 Ⅰ 13 Ⅰ

6 Ⅱ 14 Ⅱ

7 Ⅰ 15 Ⅰ

8 Ⅰ 16 Ⅰ

点検結果
（健全度）

点検結果
（健全度）

No 橋梁名No 橋梁名

柏橋

向台橋

けやき橋

ぶな橋

上柳沢橋

境橋

蓮華橋

菫橋

さつき橋

くぬぎ橋

睦橋

すすき橋

文化橋

文化大橋

庚申橋（車道部）

庚申橋（歩道部）
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【定期点検で確認された損傷事例】 

上部構造（鋼橋） 

健全度Ⅱ 健全度Ⅰ 健全度Ⅰ

床版：腐食 横桁：腐食 床版：床版ひびわれ

上部構造（コンクリート橋） 

健全度Ⅱ 健全度Ⅰ 健全度Ⅰ

(PC橋)主桁：ひびわれ (RC橋)主桁：剥離・鉄筋露出 (RC橋)主桁：ひびわれ

下部構造 

健全度Ⅰ 健全度Ⅰ 健全度Ⅰ

橋台(竪壁)：ひびわれ 橋台(竪壁)：剥離・鉄筋露出 橋台(竪壁)：漏水・滞水

支承部、その他 

健全度Ⅱ 健全度Ⅱ 健全度Ⅱ

支承部：腐食 舗装：路面の凹凸 排水桝：土砂詰まり
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4.2 健全度の把握に関する基本的な方針 

計画的かつ予防的な維持管理を行っていくためには、橋梁の損傷状況を確認し、健全度を把

握することが重要となります。

そのため、「道路橋定期点検要領（平成 26 年 6 月 国土交通省 道路局）」（以下、「定期点検

要領」という。）に基づき、5年に 1回の頻度で定期点検を継続して実施し、橋梁の損傷状況を
早期に把握します。また、定期点検の結果に基づく診断結果（健全度）を長寿命化修繕計画に

反映させていきます。

4.3 日常的な維持管理に関する基本的な方針 

橋梁上に堆積した土砂撤去や排水桝の清掃等の損傷要因の除去を目的とした日常的な対応

を行っていくことが、損傷の進行の予防につながり、橋梁を良好な状態に保つことができます。

したがって、橋梁を良好な状態に保つため、日常的な維持管理として、道路パトロールや清

掃などを継続的に実施していきます。橋梁上の舗装の段差や排水施設の支障箇所など、比較的

対応が容易な損傷については、日常の維持作業により措置します。

また、地震等の災害が発生した場合、若しくは予期せぬ異常が発見された場合には、異常時

点検を実施し、橋梁の安全性を確認します。

写真 4.1 定期点検状況 

写真 4.2 日常の維持作業状況 
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これまでに進めてきた予防保全型の維持管理を更に推進することで、橋梁の健全度を良好な

状態に維持し長寿命化すると共に、修繕・架替えに係る費用を抑え、ライフサイクルコスト（Ｌ

ＣＣ）の縮減ならびに予算の平準化を図ります。

予算の平準化にあたっては、定期点検結果による「橋梁の健全度」と橋梁諸元や架橋状況な

どによる「橋梁の重要度」を考慮して対策の優先順位を決定し、対策時期の調整を行います。

ここで、橋梁の重要度を評価する項目は、路線重要度・橋長・バス路線・建設年次・添架物

の有無の 5項目としました。

供用年数

健全度

（高）

（低）

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

架替え

耐用年

：予防保全型

：対症療法型

供用年数

コスト（LCC）

（大）

（小）

予防保全型

対症療法型

コスト縮減

対策実施 対策実施

表 5.1 維持管理方法及び管理水準 

管理方法 管理水準 内  容

予防保全型

健全度Ⅱの下限に達

した時点で補修対策

を実施

定期的に点検を行い、損傷や劣化を早期に把握し、損

傷が比較的軽微な段階で対策を行うことにより、安全

性・耐久性を長期的に確保し、かつ、後の発生費用を

抑える。

対症療法型

橋梁の耐用年数に達

した時点で架替えを

実施

安全性に係る問題が深刻化する段階まで、対策を行わ

ないため、損傷が大きくなった時点で架替えを行う。

一時的に大きな費用が発生し、通行止めや迂回路等に

よる経済損失も発生する。

図 5.1 維持管理のイメージ 

５．橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針
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6.1 点検時期 

長寿命化修繕計画で対象とした 16 橋全てについて、橋梁の健全度を把握するため、定期点
検要領に基づき、5年に 1回の頻度で近接目視による定期点検を実施します。
定期点検は全橋を同一年度に実施します。

6.2 橋梁の修繕内容及び時期 

定期点検により把握した損傷状況から現時点での健全度を評価し、また、今後どのように橋

梁の劣化が進行していくかを予測することにより、適切な修繕内容・実施時期について計画を

行いました。今後はこの計画に基づいて修繕を実施していきます。

今後 10年間の概ねの点検時期及び修繕実施時期を、次頁に添付した「表 6.1 修繕計画表（10
年間）」に示します。

なお、今後、維持管理に関するＰＤＣＡサイクルの中で、点検結果や補修実績等の情報を維

持管理データとして蓄積し、その結果を基に計画の改善を行うことにより、計画の精度向上を

図っていきます。

Plan（計画）
長寿命化修繕計画の策定

Ｄｏ（実行）
対策工事の実施

（補修・補強・架替え等）

Ｃｈｅｃｋ（結果の評価）
橋梁点検の実施

健全度の把握・評価

Ａｃｔｉｏｎ（改善）
修繕計画の改善と見直し

（劣化予測・修繕費用）

維持管理データの
蓄積

（データベース）

図 6.1 ＰＤＣＡサイクル 

６．橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期
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表6.1　修繕計画表（10年間）

1 鋼橋 　上柳沢橋 市道 2151号線 6.91 5.30 1973 45年 2017 定期点検 修繕計画 定期点検

2 鋼橋 　境橋 市道 117号線 6.35 4.80 1974 44年 2017 定期点検 修繕計画 定期点検 補修設計

3 RC橋 　蓮華橋 市道 2099号線 6.78 7.00 1979 39年 2017 定期点検 修繕計画 定期点検

4 PC橋 　菫橋 市道 2097号線 12.54 7.20 1991 27年 2017 定期点検 修繕計画 定期点検

5 鋼橋 　文化橋 市道 218号線 6.26 5.40 1973 45年 2017 定期点検 修繕計画 定期点検 補修設計

6 PC橋 　文化大橋 市道 119号線 14.01 17.00 1987 31年 2017
補修設計
（※1）

定期点検
修繕計画

上部工補修
定期点検

7 鋼橋 　睦橋 市道 2222号線 6.18 4.80 1975 43年 2017 定期点検 修繕計画 定期点検

8 PC橋 　すすき橋 市道 2342号線 8.05 4.50 1979 39年 2017 定期点検 修繕計画 定期点検

9 RC橋 　柏橋 市道 2344号線 6.60 5.00 1979 39年 2017 定期点検 修繕計画 定期点検

10 鋼橋 　向台橋 市道 121号線 9.30 4.80 1971 47年 2017 定期点検 修繕計画 定期点検 補修設計

11 PC橋 　けやき橋 市道 2378号線 6.99 4.80 1974 44年 2017 定期点検 修繕計画 定期点検

12 RC橋 　ぶな橋 市道 2395号線 6.68 7.00 1979 39年 2017 定期点検 修繕計画 定期点検

13 鋼橋 　さつき橋 市道 2402号線 7.00 4.80 1974 44年 2017 定期点検 修繕計画 定期点検

14 鋼橋 　くぬぎ橋 市道 220号線 7.51 6.80 1975 43年 2017
上部工補修
下部工補修

定期点検 修繕計画 定期点検

15 RC橋
　庚申橋
　（車道部）

市道 123号線 5.18 6.30 1977 41年 2017 定期点検 修繕計画 定期点検

16 鋼橋
　庚申橋
　（歩道部）

市道 123号線 6.62 1.73 1977 41年 2017 定期点検 修繕計画 定期点検 補修設計

※1：文化大橋の補修設計については、日々の管理の中で劣化の進行状況を判断した上で、補修設計の実施可否を判断します。

　　　【凡例】

 ：補修設計  ：補修工事  ：定期点検  ：修繕計画

建設
年次

供用
年数
(2018年
時点)

最新
点検
年次

No 橋種

対策の内容・時期
橋長
（m）

道路
種別

橋梁名 路線名
幅員
（m） 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028
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橋梁長寿命化修繕計画策定による事業効果を検証するため、「対症療法型」と「予防保全型」

の維持管理方法について今後 50年間に必要とされる維持管理コストの比較を行いました。
その結果、対症療法型に比べ予防保全型の方が約 84％（9.1億円）の縮減が図れ、維持管理

に係る事業費の大幅な縮減効果があることが確認できました。（図 7.1参照）
また、予防保全型の維持管理を行うことにより、橋梁の健全度が高い状態に保たれるため、

安全性も確保されることとなります。
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1,000

1,200

0
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200

250

2019 2022 2025 2028 2031 2034 2037 2040 2043 2046 2049 2052 2055 2058 2061 2064 2067

累
積
事
業
費
（
百
万
円
）

単
年
度
事
業
費
（
百
万
円
）

年 度

予防保全型(単年度) 対症療法型(単年度)

予防保全型(累積)：1.7億円 対症療法型(累積)：10.8億円

約84％(9.1億円)の縮減

図 7.1 事業費の比較

管理方法 累計事業費（50 年間） コスト縮減効果（①-②）

① 対症療法型 
１０．８億円 

（100％）  ９．１億円 

（約 1,820 万円／年）② 予防保全型 
１．７億円 

（16％）  

７．長寿命化修繕計画による効果
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橋梁長寿命化修繕計画の改定にあたり、以下の学識経験者の方に貴重なご意見をいただき、

計画に反映いたしました。

横浜国立大学 名誉教授 池田 尚治（工学博士）

写真 8.1 意見聴取の状況 

８．意見聴取した学識経験者

- 14 -



西東京市橋梁長寿命化修繕計画【平成３０年度改定】 

発 行／平成３１年３月 

発行者／西東京市 都市整備部 道路建設課 

     〒202-8555 西東京市中町 1-5-1（保谷庁舎） 

     TEL 042-438-4054 


